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横断図（イメージ図）

１案（遊水池の新設） ２案（北田川中流区間　部分改修） ３案（末次放水路の新設）

北田川の下流区間に加え、中流区間の狭小部を改修する案
｢洪水調整池｣｢ため池｣｢北高グラウンド｣に加え、流域対策と
して上流の水田を遊水池として活用する案

四十間堀川（荒隈橋付近）から直接洪水を宍道湖へ分流する
放水路を設ける案
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松江堀川の治水計画（案）　各案の概要
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凡　　例　

・他の治水対策との組み合わせにより

　整備の有無を選択する

● 河川堤防高を部分的に低くすることにより洪水の一部を水田に貯留させ、
　　下流の洪水ピーク時の流量を軽減します。
● 中川流域、比津川流域の洪水調節効果が得られる比較的広大な水田を
　　遊水池として選定しました。
● 用地買収は行わないため、通常は普段どおりの利用となりますが、洪水
　　時には遊水地として活用するため、権利設定することになります。
● 候 補 箇 所　４箇所（北高ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ除く）
　　遊 水 面 積　Ａ＝５７，４００ｍ2
　　平均湛水深　Ｈ＝６２㎝

○ 北田川下流区間の改修
○ ネックとなる橋（東京橋・交融橋）の上下流の川幅に合わせての架け替え。
○ 「洪水調整池」「ため池」「北高ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ」の貯留施設としての活用。
● 遊水池の整備（水田を遊水池として活用）。
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凡　　例　

・他の治水対策との組み合わせにより

　整備の有無を選択する

○ 北田川下流区間の改修
○ ネックとなる橋（東京橋・交融橋）の上下流の川幅に合わせての架け替え。
○ 「洪水調整池」「ため池」「北高ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ」の貯留施設としての活用。
● 北田川中流区間の部分改修。

●北田川中流区間とは・・・
　　奥谷川合流点から北堀川分流点までの区間を指します。
●北田川中流区間の状況は・・・
　　・上流部：一部左右岸が伝統美観保存区域内です。また、比較的川幅が広
　　　くなっています。
　　・下流部：景観計画上の指定区域はなく(右岸)、川幅が上流部に比べて狭
　　　くなっています。
●中流区間の部分改修とは・・・
　　中流区間下流部の川幅を上流部に合わせて拡幅することにより、河道の流
　　下能力を向上させます。
●改修概要は・・・
　　・拡幅延長(中流区間)　L=123m　・拡幅幅(中流区間)　W = 13m → 21m
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・他の治水対策との組み合わせにより

　整備の有無を選択する

● 四十間堀川より宍道湖へ市道
　　下に地下排水路を新設し、流
　　下能力を向上させます。
● 市道には、多くの施設が埋設
　　されています。放水路の幅は
　　大規模な地下埋設物（下水道
　　本管、電線共同溝）の移設を
　　伴わない幅とします。
● 地下排水路を新設する市道は、
　　交通の要所であるため施工は
　　夜間に限定します。
● 千鳥南公園が排出口となり、
　　景観上の配慮が必要となりま
　　す。
● 放水路延長　Ｌ＝３５０ｍ
　　放水路内幅　Ｗ＝１.５５ｍ

○ 北田川下流区間の改修
○ ネックとなる橋（東京橋・交融橋）の上下流の川幅に合わせての架け替え。
○ 「洪水調整池」「ため池」「北高ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ」の貯留施設としての活用。
● 放水路（四十間堀川→宍道湖）を市道・公園下に新設。

宍道湖景観形成区域

・R431中心線より

200ｍの範囲

周囲堤
 計画洪水に対応した堤防
 です。

通常は、水田として利用します。

越流堤
 意図的に低くした堤防です。
 一定水位の洪水流量を遊水池に流し込む
 ことにより河川のピーク流量を軽減します。
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中流区間　部分改修

北堀町景観形成区域

伝統美観保存区域

北田川

北堀川

奥谷川

下流区間
（改修予定）

上流区間
（改修しない）

上流部
左右岸が伝統美観保存区

域であり改修は困難。

下流部
上流部や下流区間（改修予定）

に比べて狭小であり、治水上

ネックとなっている。

部分改修とは

　　ここでは、狭小部となっている区
間を上流部の川幅に合わせて拡幅
することをいいます。

中流区間
平 面 図
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松江堀川の治水計画（案）の評価

●治水計画案の評価項目
　　治水計画案（３案）を以下の評価項目で評価しました。
　　　①安全性　　②地域社会への影響　　③環境への影響　　④コスト　【細目については下表参照】 ●意見募集について

　１．募集期間
　　　◇平成２３年９月１５日（木）～平成２３年１０月１４日（金）

　２．提出方法
　　　意見記入用紙に記入し、電子メール、ＦＡＸ、郵送のいずれかにより
　　　ご提出ください。

　
　３．送付先
　　　◇電子メール　kasen@pref.shimane.lg.jp
　　　◇ＦＡＸ　　　　０８５２－２２－５６８１
　　　◇郵送　　　　〒６９０－８５０１　松江市殿町８番地
　　　　　　　　　　　　島根県土木部河川課企画調査グループあて
　　　　※郵送の場合は、平成２３年１０月１４日（金）到着分までとします
　　　　※電子メールで提出される場合は、他の要件と区別するため、
　　　　　 タイトルに
　　　　　　　「松江堀川の治水計画案についての意見」
　　　　　　とご記入ください。

　４．資料の閲覧場所
　　　◇島根県土木部河川課（県庁南庁舎）
　　　◇島根県松江県土整備事務所
　　　◇松江市役所（建設部河川課）、各支所
　　　◇県政情報センター（県庁第３分庁舎：旧博物館）
　　　◇各県政情報コーナー（各県民センター・隠岐支庁県民局）
　　　◇旧松江市内各公民館

　　　また、ホームページにも掲載しています。
　　　河川課：
　　　http://www.pref.shimane.lg.jp/kasen/matsuetisui/bosyuu.html

　５．出前講座について
　　　　治水計画案に関する出前講座を行いますので、希望される方は
　　　 下記までご連絡ください。
　　　　連絡先　０８５２－２２－６７４７
　　　　　　　　　　 (河川課企画調査グループ　若槻・永見・飯田)
　

　６．ご意見の取扱
　　　　ご意見に対する個別の回答はいたしませんが、後日、個人が識別
　　　される情報を除いたうえで、ご意見の主旨とこれに対する県の考え
　　　方を公表します。

　　　なお、電話によるご意見の受付はいたしませんのでご了承ください。

計画規模以上の
洪水が発生した時

の影響

大橋川水位が上昇
した時の影響

段階的な治水安全度

事業地周辺への影響

観光への影響

水環境への影響

景観への影響

概算事業費

比　率　％

注）概算事業費は、今後の詳細な調査・設計により変更になることがあります。

治水計画案の個別評価（参考）

 （朝酌川・中川・比津川の事業費を除きます）

１０４ １０９ １００

各案の特徴

・北高以外の遊水池を対策に見込み、
　最も流域対策に依存する案です。
・水田を遊水池として利用するため、
　権利設定や補償を伴います。
・長期間浸水した場合、農作物への
　影響が生じます。
・地権者との調整が必要です。

・北田川の中流区間を対策に見込み、
　最も河川改修に依存する案です。
・地権者との調整が必要です。

・小規模な放水路を設置する案です。
・千鳥南公園（宍道湖）において観光、
　景観などへの影響があります。
・道路管理者外、関係者と調整が必要
　となります。

コ　ス　ト

４９億円 ５１億円 ４７億円

【遊水池】
・洪水の時だけ水がたまるので、ほとんど
　影響がありません。

【北田川 中流区間 部分改修】
・水域が拡大します。

【放水路】
・通常は水を流さないため、水質の悪化が懸
　念されます。
・新たな排水先となる宍道湖への影響も懸念
　されます。

【遊水池】
・洪水の時だけ水がたまるので、ほとんど
　影響がありません。

【北田川 中流区間 部分改修】
・水辺空間が拡大します。

【放水路】
・千鳥南公園への樋門設置が宍道湖の景
　観に影響します。
・宍道湖景観形成区域の整備となることから
　景観に配慮する必要があります。

環境への影響

【遊水池】
・周辺への影響はほとんどありません。
・現在の水田は維持されます。

【北田川 中流区間 部分改修】
・河道拡幅により周辺環境が変化します。
　　（移転建物あり）

【放水路】
・市道の下に設置することから、工事中夜間
　通行止となり、通行車両や周辺に影響があ
　ります。
・また、宍道湖護岸・千鳥南公園内の工事が
　生じます。

【遊水池】
　　な　し

【北田川 中流区間 部分改修】
　　な　し

【放水路】
・千鳥南公園への樋門設置時に宍道湖の
　観光に影響があります。
　（散策路あり）

【遊水池】
・箇所ごとの整備により順次効果が現れます。
　また、下流河川の改修状況に関わらず、
　治水効果が現れます。

【北田川 中流区間 部分改修】
・下流の朝酌川・北田川が当面暫定改修で
　あるため、部分改修の効果も当面暫定的
　なものになります。

【放水路】
・完成するまで効果は現れませんが、河川の
　改修状況に関わらず、治水効果が現れます。

地域社会への影響

【遊水池】
・満水になったあとは、治水効果が発揮され
　ません。

【北田川 中流区間 部分改修】
・ほぼ掘込河道であり、川の水はあふれま
　すが、計画以上の流量を流します。

【放水路】
・地下水路であり、河川改修に比べ計画以
　上の洪水に対する対応性は低いです。

【遊水池】
・影響を受けません。

【北田川 中流区間 部分改修】
・下流河川の水位が上昇し、多少影響を

　受けます。

【放水路】
・直接宍道湖に流れ込むことから最も影響を

　受けます。

安　全　性

評価項目
1　案

遊水地の新設
２　案

北田川中流区間 部分改修
３　案

末次放水路の新設
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